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19-1 産業循環と過剰人口

「……だから、近代産業の全運動形態は、労働者人口の一部分が絶えず失業者または半失

業者に転化することから生ずるのである。経済学の浅薄さは、とりわけ、産業循環の局面

転換の単なる兆候でしかない信用の膨張や収縮をこの転換の原因にしているということの

うちに、現れている。……社会的生産も、ひとたびあの交互に起きる膨張と収縮との運動

に投げこまれてしまえば、絶えずこの運動を繰り返すのである。結果がまた原因になるの

であって、それ自身の諸条件を絶えず再生産する全課程の変転する諸局面は周期性の形態

をとるのである。＊ひとたびこの形態が固まれば、経済学でさえも、相対的な、すなわち

資本の平均的な増殖欲求から見ての、過剰人口の生産を、近代産業の生活条件として理解

するのである。」＊著者認定のフランス語版では、この箇所に、「競争に加わる工業国の

数が十分なものになったとき、このとき以来はじめてかの絶えず再生産される循環は始ま

った」こと、その循環の終点として一般的恐慌があること、「これまでのところでは、こ

のような循環の周期の長さは10年か11年であるが、しかし、この年数を不変なものと見る

べき理由はなにもない。反対に、いまわれわれが展開してきたような資本主義的生産の諸

法則からは、この年数は可変だということ、そして、循環の周期はしだいに短縮されると

いうことを推論せざるをえないのである。」ことの挿入文があります。

（大月版『資本論』② P825 ）


